
所届

市
民
憲
章
卸藤／

一
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、
刷‘

美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
Ｅ

よ
》
っ

１１

－
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
型

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

３

－
、
礼
儀
を
正
し
く
し
、
う
る
吃３

お
い
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
羽０

ま
し
よ
う

一
、
元
気
で
働
き
、
豊
か
な
ま
糧冒

ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
動

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
、
あ
た
活

た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
侭↑

よ
、
っ

室公

ぎ
》
／崎画

１
用
Ⅱ
行

一
二
勺
巨
回
発

白
包
弱

力
鮒

報
厚た
市

巳

葡

鷲
鱸“

~

明るい雰囲気の

｢親子ポッポ教室」

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
声
と
お
母
さ
ん
の
楽
し
そ
う

な
笑
顔
が
会
場
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
、
老
人
い
こ
い
の
家
で
、
茨
城
県
ポ
ー

テ
ー
ジ
協
会
の
高
萩
支
部
が
、
「
親
子
ポ
ッ
ポ
教
室
」
を

開
い
て
い
ま
す
。

発
達
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
同
じ
悩
み
を
も
つ
子
ど
も

た
ち
と
お
母
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
な

ど
の
協
力
を
受
け
て
、
と
て
も
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で

集
団
指
導
・
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ー
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
生
後
二
か
月
か

ら
食
事
な
ど
を
含
め
た
生
活
全
般
に
そ
っ
て
、
毎
日
家

庭
で
細
か
い
個
別
指
導
や
必
要
に
応
じ
て
集
団
指
導
を

行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

代
表
の
鈴
木
さ
ん
は
、
「
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
大

切
で
す
が
、
私
た
ち
に
は
情
報
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

行
政
面
で
も
、
保
健
婦
さ
ん
の
指
導
や
福
祉
関
係
、
教

育
関
係
な
ど
、
バ
ラ
バ
ラ
な
対
応
で
な
く
、
一
括
し
て

総
合
的
な
指
導
や
ケ
ア
（
保
護
）
が
受
け
ら
れ
る
と
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
母
親
は
、
子
ど
も
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
な

か
な
か
認
め
た
く
な
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

こ
れ
か
ら
は
施
設
に
入
所
さ
せ
る
の
で
な
く
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す

ね
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
、
ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
活
動

を
知
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
］
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

・
連
絡
先
含
二
三
’
七
七
七
七
鈴
木
ま
で

塾
茨城県ポーテージ協会

高萩支部代表

鈴木節子さん

（島名）

7………マイタウンレポート

8“…･…夢，私の職場， まだまだ元気

12～13･･ ･お知らせコーナー

民生委員・児童委員にご相談
主なもくじ

ください。

2～4…困ったときは， まず，地域の 6………こんにちは市民記者です

－3月の土曜閉庁は, 10日と24日です一



ー－

〆 、

困ったときは、 まず、地域の

民生委員･児童委員にご相談ください
、

お
年
寄
り
や
困
っ
て
い
る
人
な
ど
が
、
｜
日
も
早
く
援
助
を
受
け
た
り
、

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
と
福
祉
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ま

た
、
相
談
役
と
し
て
、
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
民
生
委
員
・
児

菫
委
員
（
以
下
‐
民
生
委
員
と
呼
び
ま
す
。
）
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
に
も
、
民
生
委
員
が
い
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
、
民
生
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
月
号
で
は
、
民
生
委
員
の
主
な
仕
事
や
担
当
地
域
と
名
簿
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
な
ど
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

’

《
）

蕊鍵墨 霊

▲青少年健全育成団体との合同研修会も，民生委員活動をするうえでの大切な勉強会です。
（2月7日㈱中央公民館）

「
あ
な
た
は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
民
生
委
員
が
だ
れ
だ
か
知
っ
て

い
ま
す
か
？
」
と
ま
ち
に
出
て
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
約

六
割
の
人
が
「
わ
か
ら
な
い
Ｊ
・
」
と
答

え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
知
っ
て
い
ま
す
〕
と
答
え
た

人
で
も
、
「
で
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
と
続
け
て
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

「
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
仕
事

の
内
容
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
四
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
そ
の
民
生
委
員
の

主
な
仕
事
に
つ
い
て
、
二
ペ
ー
ジ
の
下

欄
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

三
ペ
ー
ジ
で
は
、
昨
年
の
十
二
月
に

厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
新
し
い
民

生
委
員
の
担
当
地
域
と
名
簿
（
表
一
）
、

民
生
委
員
協
議
会
の
総
務
（
代
表
）
の

小
豆
畑
隆
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
声
や
こ
れ
か
ら
の
民
生
委

員
活
動
の
課
題
な
ど
に
ふ
れ
て
み
ま
し

た
。 ｜ l

あなたの地域の
ザ

羽

哩

呵

一

＝

民生委員を

知っていますか？

弔 rF

○
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
ア
ン
テ
ナ
的
役
割
）

市
民
の
か
か
え
て
い
る
問
題
、
状
況

を
日
ご
ろ
か
ら
調
査
し
て
、
把
握
し
て

い
ま
す
。
（
個
人
の
秘
密
は
厳
守
す
る
。
）

◆
調
査
▽
生
活
困
難
者
世
帯
▽
身

体
障
害
児
（
者
）
世
帯
▽
精
神
薄
弱

児
（
者
）
世
帯
▽
ね
た
き
り
老
人
世

帯
▽
一
人
暮
ら
し
老
人
世
帯
▽

母
子
・
寡
婦
・
父
子
世
帯
▽
身
寄

り
の
な
い
児
童
等
の
世
帯
▽
ね
た

ち
は
う

き
り
老
人
・
痴
呆
性
（
ボ
ケ
）
老
人
介

護
人
▽
敬
老
事
業
名
簿
対
照
▽

準
要
保
護
世
帯
、
ほ
か

○
相
談
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
世
話
的
役
割
）

ふ
れ
あ
い
と
話
し
合
い
を
通
じ
て
、

問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
、
自
立
で

き
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。

◆
相
談
▽
各
種
相
談
、
ほ
か

○
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
告
知
板
的
役
割
）

市
民
に
福
祉
の
情
報
な
ど
を
、
機
会

あ
る
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
貸
付
○
世
帯
更
生
資
金
、
ほ
か

○
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
パ
イ
プ
役
的
役
割
）

援
助
の
問
題
点
を
福
祉
行
政
や
施
設

な
ど
に
連
絡
通
報
し
ま
す
。

○
調
整
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
潤
滑
油
的
役
割
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、

関
係
者
と
連
携
、
相
談
し
な
が
ら
、
そ

の
調
整
を
行
い
ま
す
。

型
二

主
な
仕
事

戸
Ｆ

』
」

r慧蕊疑鷺饗蕊蕊簔･可

主
な
仕
事

『
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新しい民生委員・児童委員です

みなさんどうぞよろしくお願いします

（表1） ○：新任平成1年12月以降

在宅福祉・

地域福祉活動の

比重高まる
(敬称略）

鯨担蕊蕊蕊溌毎J; :
有賀多喜子

電話

２
２

所
４
５
０
４
９
秘
Ｊ
７
０
１

２
２
１
１
８
７
４
８
８
５
７

７
５
一
一
一
一
一
一
４
一
一
一
－

２
４
３
２
１
４
１
２
３
３
１
２
３

｜
’
Ｊ
ｒ
Ｔ
Ｊ
Ｔ
Ｉ
ｒ
町
町
町
町

住
杣
押
郡
諦
榊
岬
斡
岬
鋤
訓
獅
津
饒

当 地 域

大和町2丁目の一部９
３
２
６
１
９
２
３

２
２
２
２

本町1丁目，

佐藤農産
国井キヌエ

本町2丁目， 3丁目

本町4丁目，春日町3丁目

春日町1丁目， 2丁目

大和町1丁目， 2丁目

卜民生委員協議会
総務小豆畑隆さん

３
４
１
９
１
８
６
１
９

７
４
０
７
１
４
０
６
４

０
０
１
１
２
４
５
３
９

２
３
０
３
３
４
３
２
５

３
２
３
２
３
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２

；
電
電○石 忠

鈴木洋子

小豆畑隆

石田秀實

私たちは，昨年12月一斉改選で，民生委員・児童

委員に委嘱されました。市内では， 2人の増員をし

ていただき福祉活動の一層の充実が期待されていま

す。なお，今回の改選で退任された諸先輩がたには，

永い間， ご指導， ご協力をいただき心から感謝申し

あげます。

さて，先日の民生委員協議会で左の（表1）のと

おり，担当区域が決まりました。私たちは，担当区

域の市民のみなさんと密接な関係をもちながら，民

生委員活動を行うことになりますので， ご協力をよ

ろしくお願いします。

ところで，県内の民生委員活動の相談指導のよう

すをみてみますと， なかでも，老人福祉関係の相談

が毎年増え続けています。ついに，昨年度は老人福

祉関係の相談が全体相談の41％を占めるまでになり

ました。

今日の高齢化社会の進展と， それに伴う在宅福祉

地域福祉活動の比重の高まりを反映していますが，

今後もますますその傾向が高まることが予想されま

す。

昨年の11月に，県の民生委員・児童委員大会が開

かれました。その大会宣言に次のような4つの実行

項目がありました。

,/◎要援護者に対する個別援助活動の充実強化

◎在宅援助のための地域支援を基盤とした， ネッ

トワークづくりの推進

◎心豊かな子どもを育てる運動の推進

!◎福祉のまちづくりへの積極的な参加
急速な人口の高齢化や核家族化，少子化の進行な

どに伴い，社会福祉をめぐる諸問題は， ますます複

雑多様化しています。児童・生徒の健全育成の問題

とともに，民生委員活動のこれからの方向がこの中

に示されているといってよいでしょう。

大和町1丁目の一部， 3丁目， 4丁目

東本町1丁目， 2丁目， 3丁目の一部

小林

鈴木

江
子
静
空

有明町1丁目， 2丁目

有明町3丁目の一部(車検場北側）

佐藤たみ子 有明町3丁目の一部(車検場南側）

肥前町1,2丁目,東本町3丁目の一部,4丁目

高浜町1丁目， 2丁目

男
子
正
英

橋
山
大
関

○

22－4140

22－2181田崎雄也

田中陽子

高浜町3丁目の一部(市営住宅及びその東側）

高浜町3丁目の一部(市営住宅の西側）

１

０
０
１
１

３
３
町
町
浜
浜

吉
同
音
向

５
９
７
０

５
１
２
８

４
３
５
０

３
２
３
３

２
２
３
２

２
２
２
２

佐藤蕎門高浜町3-101

安島松夫安良川741

黒沢美代安良川1

下111原トシ子安良川116

石井正子安良川269-8

伊藤 實安良川1495-8

松本 昭石滝449-1

○公平次夫石滝2565-6

時崎 一島名1183

根本 具島名2292

山口安一島名2118-44

○杉光里子島名2396-15
久保田武志島名2241-5

落合千代子島名1125

三國省治秋山242l

宇佐美蔵秋山1368
沼田松男秋山701

柴田カツエ高萩819-76

綿引信弘秋山3014-7

○熊坂八千代高萩711-113

柴田君子高萩157

柴田 薫高戸130

○松本典子下手綱1963-2

皆川文夫高戸884

鈴木冨子赤浜1318-2

田村キヨノ赤浜1979

○渡邊手術下手綱926-2

小野教子下手綱22

○松本壽子上手綱613

下山田房子上手綱638-2

松本ちよ上手綱661

作山寛子上手綱1458

関根利雄上手綱2888-2

○鈴木巌善下君田1142

○沼田富貴稔上君田248

柴田英利若栗114-1

○佐川好男大能824

樫村 皆中戸川1283

伊藤

松本

實一昭
軒麩壼

○松本

皆川

鈴木

高浜町3丁目の一部(力II工紙アパート及びその南側）

安良川1，2，3，4，5町内,6町内の一部

安良川6町内の一部,7,8,9,10町内

安良川12,13,14町内,6町内の一部,みずほ町内

安良川12,13,14,15,16,17町内

一

一８
３
９
５
６
２
２
３

２
２
２
２

５
０
２
１
２
５
４
４
９
３
６
３
６
４
６
２
１
７
９
３
８
７
１
４
２
０
６
７
１
５
３
２
６

０
９
３
９
０
６
７
３
１
６
２
９
７
０
７
８
６
０
２
６
７
２
４
２
４
７
３
９
０
５
０
０
８

９
７
０
０
２
６
２
２
７
８
５
４
１
８
０
４
１
２
５
９
１
８
３
７
７
３
３
３
７
１
２
３
３

２
３
３
４
０
６
３
０
０
２
５
５
３
１
０
４
４
５
０
１
５
１
０
４
４
４
３
４
０
０
０
０
０

３
２
３
２
３
３
３
３
３
２
２
２
２
３
３
２
２
２
３
３
２
３
３
２
２
２
２
３
８
８
８
８
８

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

安良川西うら全部

石滝1，2，3，4町内,花貰上台

石滝市営住宅，石滝団地

島名1,2南町内,朝日団地,椎の木下,坂下,鏡

島名上，千代町団地

向洋台団地

島名団地

島名5,秋山4,5,島名経塚,秋山中原東,坂佐久保

島名2北,3，本町,万代町,東町,西町,仁田橋

秋山南

秋山下， 滝の沢

秋山上， 1，2，3，中原の西部,北方

駒木原，地蔵堂

秋山上4,5,6,高萩炭鉱社宅,和野南,新和

坂東塚団地萩ケ丘,和野東,中

台高萩，駒木原の一部，安良川梅林

行人塚，石河原

小島団地

高戸

赤浜

上宿，北久保，城戸場，長原，定田

下手綱

推の尾，石崎，屋敷

杉岡，杉内，大工町，粕内，小和田

川側，馬場，すどれ

堀の内，畑中，前の内，二本杉

千代田，滝の脇，豊栄，金成

関口，仙道坂,芦の沢，石舟，上原
下君田

上君田

若栗，大能牧場

大能

中戸川

滝

を
取
り
ま
と
め
、
継
続
し
た
態
勢
づ
く

り
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

◆
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
や
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

○
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
代
弁
者
）

福
祉
行
政
の
問
題
点
と
改
善
点
に
つ

い
て
具
体
的
な
資
料
に
も
と
づ
い
て
、

改
善
を
促
し
ま
す
。

○
そ
の
他

◆
募
金
（
大
口
）
協
力
▽
日
赤
募
金

▽
共
同
募
金

◆
配
布
事
業
▽
敬
老
祝
品
▽
敬
老

祝
金
▽
介
護
者
慰
労
金

◆
証
明
▽
無
職
証
明

○
支
援
態
勢
づ
く
り
の
は
た
ら
き

（
地
域
の
支
援
的
役
割
）

困
っ
て
い
る
人
の
援
助
・
支
援
活
動

※次の地区については， 当分の間，下記の民生委員さんが担当します。

(測騨東篭本画秋豊中1編平:宇佐美威･秋山中2）
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淑

画

自
助
・
互
助
・
公
助
の
確
立
が
必
要
て
す
鰐
蕊
姿
晶
薦
会
が
篭
し
”
ゞ
篝
謹
当
区
域
事
項
鳥

「
日
ご
ろ
か
ら
私
た
ち
は
、
地
域
社
福
祉
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
て
い
く
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
順
人
を
、
茨
城
県
社
会
福
祉
審
議
会
が
審
を
定
め
、
調
査
や
各
種
研
修
な
ど
を
行
に

啄

矼

会
の
困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
個
別
援
一
緒
に
な
っ
て
、
地
域
の
中
で
の
ボ
ラ
ひ
と
り
の
自
助
努
力
と
、
こ
れ
を
支
え
馴
査
、
推
薦
し
、
厚
生
大
臣
が
委
嘱
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
互
選
で
会
の
代
表
の
馴

助
が
活
動
の
基
本
で
す
。
い
ざ
と
い
う
ン
テ
ィ
ァ
の
発
掘
や
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
る
地
域
社
会
や
民
間
の
福
祉
活
動
、
そ
牝
す
。
総
務
を
一
人
置
き
ま
す
。
軍
竃

と
き
に
、
や
は
り
、
力
に
な
っ
て
く
れ
ク
づ
く
り
な
ど
の
は
た
ら
き
を
、
も
つ
し
て
、
行
政
に
よ
る
公
的
援
助
が
一
体
岬
市
の
民
生
委
員
推
薦
会
塚

原

■

る
の
は
近
所
の
人
の
温
か
い
心
と
協
力
と
も
っ
と
強
め
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
と
な
っ
た
自
助
・
互
助
・
公
助
の
協
調
剛
委
員
は
市
長
が
次
の
人
の
中
か
ら
、
主
な
研
修
会
“

で
す
］
と
あ
る
民
生
委
員
さ
ん
は
話
し
ら
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
体
制
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
み
ん
な
で
努
拙
そ
れ
ぞ
れ
二
人
ず
つ
を
委
嘱
し
ま
す
。
塚■

て
い
ま
し
た
。
す
。
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
心
①
市
議
会
議
員
②
民
生
委
員
③
社
○
福
祉
六
法
（
生
活
保
護
法
、
児
童
福
旧

断

■

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
時
代
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
地
域
福
祉
、
心
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
馴
会
福
祉
事
業
の
実
施
に
関
係
の
あ
る
人
祉
法
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
、
精
神
酬

と
と
も
に
、
民
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

岬
④
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
す
る
社
会
薄
弱
者
福
祉
法
、
母
子
・
寡
婦
福
祉
肥

岬
④
市
町
村
の
区
域
を
単
位
と
す
る
社
会
薄
弱
者
福
祉
法
、
母
子
・
寡
婦
福
祉

ⅡⅡHqⅡIIHHdpIpB'1

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
地
域
福
祉
づ
く
り
は

帥
民
生
委
員
は
ど
う
し
て
選
ば
れ
る
の
？

市民のみなさんの声

私
の
地
域
の
民
生
委
員
が
、
ど
み
な
さ
ん
に
、
よ
く

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
集
り
な
ど
、

も
っ
と
、
出
席
し
て
欲
し
い
な
た
で
、
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
ぃ
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

る
の
か
、
は
ず
か
し
い
け
れ
ど
、
伊
藤
一
一
三
男
さ
ん
（
安
良
川
支
部
長
）

私
の
地
域
で
は
、
昭
和
六
十
一
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
安
良
川
支

年
か
ら
三
世
代
の
地
域
ふ
れ
あ
い
現
在
、
東
小
学
校
の
交
通
安
全
部
で
は
、
年
四
回
、
七
十
歳
か
ら

運
動
会
を
実
施
し
た
り
、
そ
ば
打
母
の
会
の
会
長
を
や
っ
て
い
ま
す
七
十
五
歳
ま
で
の
一
人
暮
ら
し
の

ち
大
会
や
し
め
縄
・
ワ
ラ
細
工
の
が
、
顔
ぐ
ら
い
は
知
っ
て
い
な
い
お
年
寄
り
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
行

講
習
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
集
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
っ
て
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
部
の
み
な

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
集
り
な
ど
、
民
生
委
員
、
さ
ん
、
と
く
に
、
民
生
委
員
さ
ん

民
生
委
員
さ
ん
に
も
、
も
っ
と
、
に
は
、
非
常
に
よ
く
協
力
し
て
い

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

出
席
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
た
だ
い
て
い
ま
す
。

鷺

唾

》

繍
田辺武雄さん

（上手綱）

あや二

奥田綾子さん
（高浜町） 、

｝
）

高萩市社会福祉協議会では，毎月1

75歳以上の一人暮らしのお年寄り

に，給食サービスをボランティア

の協力で実施している。

配

回
福
祉
関
係
団
体
の
代
表
者
⑤
教
育
法
、
老
人
福
祉
法
）
な
ど
の
研
修
会
一

頭

叩
に
関
係
の
あ
る
人
⑥
行
政
機
関
の
職
○
青
少
年
相
談
員
な
ど
、
青
少
年
健
全
一

幅
員
⑦
学
識
経
験
の
あ
る
人
育
成
団
体
と
の
合
同
研
修
会
（
ニ
ペ
ー

皿

例
資
格
と
任
期
－
ジ
写
真
参
照
）

Ⅱ

韮
民
生
委
員
は
名
誉
職
で
、
そ
の
任
期
○
ね
た
き
り
介
護
者
研
修
会

旧
は
三
年
で
す
。
た
だ
し
、
補
欠
者
の
任
○
婦
人
民
生
委
員
研
修
会
ほ
か
一

轟

副
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
な
り
ま
す
。

卒当
■
’
三
笛
一
一
三
受
三
一
国
三
一
一
凶
一
三
昌
三
一
員
一
一
三
閏
三
一
頁
一
三
一
員
一
一
三
頁
一
一
三
Ｎ
一
一
三
国
一
三
貝
一
三
一
■
三
一
国
一

三
■
三
一
酉
三
田
三
一
局
一
三
昌
一
三
目
一
一
三
男
一
二
閏
三
一
一
閏
三
一
一
■
’
三
蜀
三

一
■
’
三
■
三
一
国
差
一
一
里
二
三
男
三
一
国
一
一
三
閏
一
一

一
○
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

詳
し
く
は
、
上
記
へ
お
た
ず
ね
く
だ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
さ
い
。

か
た
は
、
高
萩
市
善
意
銀
行
で
、
ボ
ラ
あ
な
た
の
声
を

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

お
寄
せ
く
だ
さ
い

冬
云
地
刷

三列

半
抄
緬
一
二
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
在
宅
福
祉
、
地
域

１Ｌ

棚
州
蹄
福
祉
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
声
を

さ下てずＩ”
琴
諦
行
蛎
債
口
１
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

今
五
町
皿
〒
一
三
八
高
萩
市
本
町
一
’
一
○
○

く
ご
る
ぃ
銀

一
再
向
”
唯
賑
し

を
で
た
預
新
意
蝉
鮒
押
》
一
銅
萩
酎
韮
尹
、
垂
薪
罰
識
雌
癖
玉
穂
燕

舸
刈
じ
な
お

麺
奉
ぁ
善
」

禮
一
回
同⑳

’
一
一
〆

愛の灯を高くかかげて下さい

ご存じですか

鑿
あなたのまごころを

お預りする

新しい銀行

善意銀行

世
一
目
一
一
三
■
二
一
■
一
三
一
■
一
一
三
■
三
一
一
■
一
一
三
■
三

一
笛
一
一
三
■
一
一
三
目
三
一
一
■
三
一
一
■
一
一
三
日
’
三
一
■
二
一
圃
三
一
一
国
三
一
一
■
三
二
■
三
一
一
■
’
’
三
■
’
一
三
■
薑
一
一
■
’
’
三
昌
一
三
一
■
三
一
一
■
三
一
一
■
’
’
三
■
三
一
一
■
一
一
三
■
’
三
Ｅ
蜜
一
三
■
’
一
三
■
｜
三
田

配

即ⅡⅡｺ ﾛ ⅡⅡ凶．q ⅡⅡZ ﾛ
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